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県内のアスパラガス栽培では，「ウェルカム」という『品種』が主に栽培されています。この品種，平成の

初頭に当センターの試験研究に登場しており，現地にもその頃から導入が始まったものと思われます。30

年も第一線で利用されていることには感服します。 

当センターニュース 131 号(2021 年 1 月)では，アスパラガスの飛躍的な増収技術として，ハウス栽培

で枠板式高畝の『栽培方式』を用い，『栽培環境』を適切に制御する技術を紹介しました。栽培技術は，

『品種』，『栽培方式』，『栽培環境』が三位一体となったものです。当センターでは，『栽培方式』，『栽培環

境』の技術革新とともに，その変化に適した「ウェルカム」に代わるスター『品種』の探索も進めています。 

（栽培技術研究部長 伊藤 栄治) 

成果情報 

収量が多いアスパラガス品種「ウインデル」 
図 調製後の若茎 

左：ウインデル 

右：ウェルカム 

2021 年 3 月１日収穫 

栽培技術研究部 

当センターでは，県立広島大学と共同で，アスパ

ラガスの単価が高い春先の増収を目指した作型開

発に取り組みました。この作型に適する品種として，

低温での萌芽に優れ，かつ収量が多い「ウインデル」

を選定しました(図)。 

2 年生株を無加温ハウスで栽培した結果，「ウイン

デル」の春芽収量は，現地の慣行品種「ウェルカム」

の 1.3 倍でした。さらに夏芽収量も多く，年間の総収

量は 6 t/10a と慣行品種の 1.4 倍でした(表 1)。 

3 年生株でも，継続調査しており，「ウインデル」

は，春芽の収穫開始が 12 日早く，春芽の収量は

1.2 倍でした(表 2)。 

本作型は，凍霜害のリスクが少ない県南部に適し

ますが，温度管理が可能なハウスの普及により適用

地域の広がりが期待されます。 

アスパラガス品種「ウインデル」(圃場の様子) 

表１ 「ウインデル」の収量 

表 2 「ウインデル」の春芽の収穫期間と収量 

場 所：農業技術センター（標高224ｍ) 

株年数：2年生，収穫年度：2020年 

場 所：農業技術センター（標高224ｍ） 

開始 終了

ウインデル 2/ 5 5/20 2,338
ウェルカム 2/17 5/20 1,872

品　種　名

収穫期間
（月/日）

規格品収量
（kg/10a)

株年数：3年生，収穫年度：2021年 

春芽 夏芽 年間

ウインデル 1,164 4,856 6,020
ウェルカム  n873 3,381 4,253

品　種　名
規格品収量（kg/10a）
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制御による昇温抑制で夏季のホウレンソウ栽培が可能に！ 

栽培技術研究部 

成果情報 

図 1 環境制御ハウスの気温推移 

図 2 収穫物（左：環境制御ハウス，右：慣行ハウス） 

栽培技術研究部 

成果情報 

酒造好適米「広系酒 45 号」の育成 

本研究は，広島県酒造組合，全農ひろしま，広島県穀物改

良協会及び農研機構西日本農業研究センターとの共同研究

で実施しました。 

表 「広系酒 45 号」の特徴 

図 1 「広系酒 45 号」草姿 
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高温下で登熟した酒造好適米は，醸造すると米

が溶けにくく，アルコール生産量が減少してしまいま

す。 

「広系酒45号」は，高温登熟してもよく溶け，整粒

率も高く，砕米も少ない特徴を有して酒造りに適して

いることから，2022 年 1 月に品種登録出願をしまし

た(図 1，図 2)。栽培面では，多収品種である「八反

錦 1 号」並みの収量が確保でき，短稈で栽培しやす

い特性を有します(表)。 

2020年9月に品種登録出願した「広系酒44号」

も同じく高温登熟耐性を持ち，短稈の特性を有しま

す(当センターニュース No.131 参照)が，「早生」で

高標高地向けです。一方，「広系酒 45 号」は「山田

錦」並みの「中生の晩」なので，中北部以南の地帯

が適地となります。 

ホウレンソウは高温に弱い品目で，県内多くの産

地で夏季に栽培できない問題があります。そこで環

境制御ハウスを活用し，昇温抑制による夏季の減収

の回避を目指しました。 

日射に応じて遮光資材を自動開閉する「自動調

光システム」，安価なノズルでの「低コスト細霧冷房」

(当センターニュース No.130 参照)，温度の低い外

気を取り込む「外気導入換気扇」を備えたハウスで

環境制御することにより，ハウス内の気温が低下しま

した(図 1)。結果，当センター(標高 224ｍ)でも減収

を回避し(図 2)，120～200 kg/a/作の収量を確保

できました。 

環境制御にはこれら設備導入等の費用が必要で

すが， 夏季に 2 作することで，その費用を上回る収

益が見込まれます。 

本研究は，2021 年度広島県園芸振興協会委託研究により

実施しました。 

図 2 系譜図 

注）2018年～2020年の平均値，農業技術センター（標高224ｍ） 

2021 年 8 月 5 日，天候：晴れ 

2021 年 7 月 12 日播種，8 月 18 日収穫 

改良雄町 

西南 136 号 

（なつほのか） 

広系酒 45 号 

出穂期 成熟期 稈長
（月/日）（月/日）(cm) (kg/a）対比(％)

広系酒45号 8/21 10/ 1 70 57.8 101 中～大 51.9
山 田 錦 8/21 10/ 1 99 55.6  98 中 20.6
広系酒44号 8/ 4  9/ 6 73 53.7  94 中 ―
八反錦 1号 8/ 4  9/12 81 57.0 100 極大 32.8

精玄米重 心白の
大小

高温栽培時の
整粒率（％）

品 種 名
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レモンの長期貯蔵を目指した取り組み 
果樹研究部 

トピックス 

本県ではレモンを周年供給するため，端境期である

6～9 月の出荷を可能とする取り組みを進めています。

その中で果樹研究部が開発した「長期貯蔵を支える技

術」を紹介します。 

長期貯蔵中の大きな問題は果実の腐敗です(図

1）。腐敗の要因の 1 つは収穫時に果実が受ける衝撃

です。対策として，収穫かごやコンテナに衝撃吸収材

を取り付け，果実が衝撃を受けないよう丁寧に取り扱う

ことが必要です。 

また，貯蔵中には腐敗した果実同士の接触により

「共腐れ」が発生することがあります。当センターが開

発したレモントレイ(図 2，特許第 6598006 号)を利用

することで，「共腐れ」を効率的に抑えることができま

す。 

今後も腐敗発生に向けたさらなる改善を実施してい

きます。 

図１ レモン腐敗の状況 

晩生カンキツ新品種「瑞季」の現地実証について 

果樹研究部 

成果情報 

生産者や市場関係者からも大きな期待が寄せられ

ているカンキツ新品種「瑞季(みずき)」の普及が 2021

年 3 月から始まりました。「瑞季」の特徴は，種子が極

めて少なく，400～500g 程度の大果で(図１)，食味も

良く，国産カンキツの端境期にあたる 4 月以降に出荷

できることです。 

2020 年からは関係機関と連携して県内 2 か所(尾

道市瀬戸田町及び東広島市安芸津町)に実証圃場を

設置し(図2)，「瑞季」の特徴を広く周知する取り組みを

進めています。今後は栽培技術研鑽の場として現地

検討会を開催していく予定です。 

当研究部はこれらの取り組みを通じて，広島生まれ

の有望品種「瑞季」の県内産地への普及拡大を支援し

ていきます。 

図 2 開発したレモントレイ 

図 2 現地実証圃場（尾道市瀬戸田町) 

図1 「瑞季」の着果状況 

本研究の一部は，農研機構生研支援センターの「イノベ

ーション創出強化研究推進事業」を活用して実施しまし

た。 




